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○ ２学期が始まりました
３７日間の長い夏休みが終わって、２学期がスター

トしました。１年生１名の転入生を迎え、全校児童が
４０１名になりました。
児童に大きな事故やケガがなく、２学期を迎えられ

たのは、保護者皆様や地域の皆様の温かい見守りのお
かげだと感謝しております。どうもありがとうござい
ました。
８月２６日(月)の始業式では、１・３・５年生の代

表児童が２学期の目標やがんばりたいことについて書
いた作文を発表しました。
１年生の代表児童は、漢

字の練習や給食当番の仕事
をがんばること、そして、
友達に優しくして、友達を
もっと増やしたいと発表し
ました。
３年生の代表児童は、正

しく廊下を歩いたり、リコ
ーダーをきれいな音色で吹いたりすること、忘れ物と
整理整頓に気を付けること、そして、ダンスが好きな
ので運動会が楽しみだということを発表しました。
５年生の代表児童は、勉強では漢字の練習をがんばっ

て、習った漢字を全部書けるようになること、家庭で
は、家族の一員として自分にできる家庭の仕事に進ん
で取り組み、母親の負担を減らしたいと発表しました。
校長は、３つのことを話しました。
１つ目は、８月８日(木)に起こった地震の状況を伝

え、津波が発生した場合には、命を守る行動として、
どこへ逃げるべきか標高とともに示しました。
２つ目は、夢と目標をもって何事にも取り組むこと

でした。柔道の阿部一二三選手が、高い意識を日常か
ら徹底して、オリンピックの金メダルをとることがで
きたと紹介しました。
３つ目は、高学年のアンケート結果を示し、楽しい

学校にするためには友達を思いやる言動が大切だとい
うことを話しました。
２学期は、３学期制の中で最も期間が長く、今年度

は、８３日間の授業日数です。運動会をはじめ、様々
な学校行事を計画しています。児童一人一人が着実に
成長できるよう、職員一同全力を尽くします。保護者
の皆様、地域の皆様、これまで同様に門川小学校をど
うぞよろしくお願いいたします。

○ 夏休みラジオ体操
夏休みのラジオ体操は、

子どもの望ましい生活リズ
ムの維持や体力アップ・姿
勢教育に役立つほか、友達
や地域の大人と顔を合わせ
人間関係を深める場所など
いくつものメリットがある

と
言われています。
この朝のラジオ体操を

行っている育成会に、校長
や教頭も参加させていただ
きました。ラジオ体操をす
ることにより、体がシャキ
ッと目覚め、そのまま門川
小学校に出勤することがで

きました。ありがとうございました。
ラジオ体操後に地区の公民館に移動し、朝の勉強会

を開いているところもあり、工夫した取組だなあと感
じました。

○ 第１回門川小学校「防災会議」
本年度も１２月１６日(月)に、下校時避難訓練を実

施します。
８月２１日(水)は、この訓練でお世話になる地区会

長様、民生委員児童委員様、ＰＴＡ地域安全部員様に
お集まりいただき、第１回門川小学校「防災会議」を
開催しました。
学校職員も地区別に分か

れて、大地震が起きたとき
に危険な場所や通れなくな
りそうな場所等を話し合い、
それを大きな地図にまとめ
ました。そのうえで、避難
経路や避難場所の確認をし
ました。
最後には、実際に外に出て実地訓練を行いました。

早く・安全に避難できるように指導に役立てます。す
ごく暑かった日でしたが、ありがとうございました。

○ 第２回奉仕作業
８月２４日(土)は、ＰＴＡ環境整備部員様と学校職

員で、午前７時～午前９時に運動場や校舎周りを中心
に草刈り作業を行いました。６月１日(土)にも同じメ
ンバーで行いましたが、かなり草が伸びていました。
日が昇るにつれてだんだんと暑くなってきましたが、

児童が、運動会練習や昼休み遊ぶ時に安全・安心に木
陰で休めるように一生懸命行いました。おかげさまで、
見違えるようにスッキリしました。ありがとうござい
ました。

○ １０日(火) 運動会に向けての結団式
○ １２日(木) ノーメディア読書デイ
○ １３日(金) 教育委員会による学校支援訪問
○ ２０日(金) オープンスクール

あいさつ 思い出のエピソード(昨年度からの続き)
ペンネーム マル様 ５０歳代
お向かいの小学生が道に出て素振りをしています。庭に

ボールが飛んでくる、そのボールを追って道に飛び出すの
で、「庭で見ているおばちゃんの方は、車にひかれるんじゃ
ないかってすごく怖いんだよ！」と、ウルウル涙目で注意
したことも多々ありました。彼も成長していき、私も少し
成長して(笑)、「そうだ！きちんと挨拶をしよう！」と思
いました。挨拶を返してくれなくても届くように挨拶をす
る。大人なのにドキドキして…。そんな自分のことを笑っ
てしまうほど。窓の外を覗くとその子がいて、出るのが嫌
だなと思うことさえあったのに…。
しかし、その日は突然来ました。
暗がりの中、向こうから「こんばんは。」と言ってくれ

たのです。
舞い上がるほど、うれしかったエピソードです。
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